
２０２４年度（令和６年度）

福山市松永町（松永湾）

業
　
務
　
概
　
要

福山市上下水道局

松永湾水質等調査業務委託実施設計書

　　　水質調査　　６回

　　　底質調査　　１回

　水質等調査業務　～　一式



費　目 工　　種 種　　別 細別 単位 単価 金額
本業務
委託費

直接調査費

直接採水費

労務費 式 1 00 第１表のとおり

直接経費 隻 6 00 傭船料

直接採水費計

水質調査分析費 第４表のとおり

底質調査分析費 第５表のとおり

報告書作成費

労務費 式 1 00 第６表のとおり

計

諸経費

諸経費 式 1 00

計

業務価格
消費税及び

地方消費税の額 10.0%

計

福 山 市 上 下 水 道 局

数量 摘　　　要

松 永 湾 水 質 等 調 査 業 務 委 託 費 内 訳 表



第　１　表　　　　　労務費

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

計画準備 式 1 00 第２表のとおり

採水作業 式 1 00 第３表のとおり

計

第　２　表　　　計画準備

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

測量技師 人

測量技師補 人

計

第　３　表　　　採水作業

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

測量技師補 人

普通作業員 人

計

第　４　表　　　水質調査分析費

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

気温、水温、透明度、
油膜の有無、水深

検体 40 00

ＰＨ 検体 40 00

ＣＯＤ 検体 40 00

ＳＳ 検体 40 00

ＤＯ 検体 40 00

塩素イオン 検体 40 00

大腸菌群数 検体 2 00

Ｔ－Ｎ 検体 4 00

Ｔ－Ｐ 検体 4 00

計

福　山　市　上　下　水　道　局

数量

数量

数量

数量



第　５　表　　　底質調査分析費

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

気温、泥温、水深、
色相、臭気、泥質

検体 2 00

ＣＯＤ 検体 2 00

強熱減量 検体 2 00

ｎ－ヘキサン 検体 2 00

硫化物 検体 2 00

Ｔ－Ｎ 検体 2 00

Ｔ－Ｐ 検体 2 00

計

第　６　表　　　労務費

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

報告書作成 式 1 00 第７表のとおり

計

第　７　表　　　報告書作成作業

種目 形状寸法 単位 単価 金額 摘要

測量主任技師 人

測量技師 人

測量技師補 人

計

数量

数量

福　山　市　上　下　水　道　局

数量



５　調査の時期

５－１水質調査

５－２底質調査

５－３調査日

・・・

・・・

・・・

・・・

　５月、６月、７月、８月、１１月、２月の年６回

気温、水温、透明度、油膜の有無、水深、ｐＨ、ＣＯＤ、
ＳＳ、ＤＯ、塩素イオン及び大腸菌群数

　８月の年１回

１部ずつ提出すること。

業務計画書は２部作成し、上下水道局及び受注者で１部ずつ保管することとする。

図１の１及び５の２地点×（上層・下層）
ただし、大腸菌群数は①の１地点で、上層

１ ）生活環境項目

２ ）栄養塩類調査

図１の１の１地点で、上層

ア　調査項目

６－１　水質調査

１ ）生活環境項目

２ ）栄養塩類調査

　水質は満潮時及び干潮時とし、その調査内容は表－１－２のとおりとする。なお、項目別検
体数と計量方法は表－１－１及び表－２のとおりとする。

イ　調査地点数

仕　様　書

　公共下水道供用開始後の周辺公共用水域の水質の現況を把握することによって、環境保全対策
の基礎資料とすることを目的とする。

３　調査の目的

４　調査の内容

Ｔ－Ｎ及びＴ－Ｐ

①　満潮時調査

６　調査項目及び調査地点数

後、受注者は上下水道局及び広島県東部建設事務所港湾課へ海上保安庁提出書類の写しを

松永湾の指定地域における水質調査・底質調査

１　業務名称

松永湾水質等調査業務委託

２　業務場所

福山市松永町（松永湾）

　受注者は契約日以後３０日以内に業務計画書を提出し、上下水道局担当者と協議すること。

　受注者は海上保安庁尾道海上保安部に本業務に係る届出等の手続きを行うこと。手続き完了



・・・

・・・

６－２　底質調査

７－２　最終報告

７　調査結果のとりまとめ

７－１　中間報告

　底質は、図１の１及び５の２地点について、８月に１回調査を行う。採泥は、水質調査時に１
日１回エッグマンバージ型採泥器を用いて底泥の表層を４回採取し、木くず、貝殻等の異物を
取り除いて試料とする。
　採泥時には、採泥日時、気温、水深を記録するとともに、採泥試料の泥温、色相、臭気、泥質
（堆積物、砂、泥等）について観察・記録すること。
　なお、調査項目、項目別検体数及び計量方法は、表－３及び表－４のとおりとする。

　８月の調査日の後、３０日以内に１部提出すること。

６－３　調査地点

ウ　調査回数

１ ）生活環境項目

２ ）栄養塩類調査 ４回（５月、８月、１１月及び２月）

図１の７及び８の２地点で、上層・下層

　中間報告書及び最終報告書に計量証明書及び採水時の写真を添付すること。計量証明書及び
写真は全て原本とすること（写しは認めない）。

４回（５月、８月、１１月及び２月）

　提出部数は３部とし、２０２５年３月３１日までに提出すること。
最終報告書では、項目別日間平均値、項目別水平分布図等の作成及び各種基準との比較、既存
資料との対比等を整理すること。（既存資料は上下水道局から貸出すため、業務終了時までに返
却すること。）

　図１の４地点とする。調査地点の経度及び緯度は表－５のとおり。

イ　調査地点数

気温、水温、透明度、油膜の有無、水深、ｐＨ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ及び塩素イオン

ウ　調査回数

６回（ただし、大腸菌群数は８月及び２月の２回）

②　干潮時調査

ア　調査項目



８　その他

　本業務において船舶運航業務以外の業務の部分委託及び第三者から本業務に係る役務の提供
及び器具の借り受けをすることを禁止とする。部分委託等が判明した場合は契約を解除する。
　仕様書で定めていない事項については上下水道局担当者と協議の上、決定すること。
　本業務の遂行にあたっては、道路交通法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、労働安全衛生
法、その他関係法令に従って行うこと。また、諸法令の運用、適用は受注者の負担と責任において
行うこと。
　本業務調査地点周辺には尾道糸崎港関係事業所の船舶が運航しているため、当該船舶の運航
の支障とならないように受注者は船舶を運航すること。



項　目

年　月

地点数、 検体数

地点数 4 4 4 4 4 － 1 1

検体数 8 8 8 8 8 － 1 1

地点数 2 2 2 2 2 － － －

検体数 4 4 4 4 4 － － －

地点数 2 2 2 2 2 － － －

検体数 4 4 4 4 4 － － －

地点数 4 4 4 4 4 1 1 1

検体数 8 8 8 8 8 1 1 1

地点数 4 4 4 4 4 － 1 1

検体数 8 8 8 8 8 － 1 1

地点数 4 4 4 4 4 1 1 1

検体数 8 8 8 8 8 1 1 1

40 40 40 40 40 2 4 4

　JIS　K　0102　（2019）　46．3．1

　硝酸銀滴定法

　JIS　K　0102　（2019）　45．4

表－２　計量項目、単位、計量方法（水質）

－

単位

mg/L

ＳＳ

計量項目

　ＰＨ

　JIS　K　0102　（2016）　17

　JIS　K　0102　（2019）　12．1

計量方法

　Ｔ－Ｐ

　塩素イオン

　ＣＯＤ

mg/L

　大腸菌群数

ＤＯ

　Ｔ－Ｎ

mg/L

mg/L

表－１－２　調査区分別調査内容

調査区分 調査項目 調査地点 調査回数

４　回

満潮時調査

　気温、水温、透明度、油膜の有無、水深
　ｐＨ、ＣＯＤ、ＳＳ、DO、塩素イオン

　大腸菌群数

　Ｔ－Ｎ・Ｔ－Ｐ

干潮時調査
　気温、水温、透明度、油膜の有無、水深
　ｐＨ、ＣＯＤ、ＳＳ、DO、塩素イオン

１、５
（上層、下層）

７、８
（上層、下層）

MPN/100mL 　最確数による定量法

　環告第59号(昭46)　付表9

６

７

１１

２

６　回

検体数計

（注）　１．大腸菌群数、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐについては、上層のみの採取
　　　　２．採取地点　：　大腸菌群数、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐについては地点１の１地点

　JIS　K　0102　（2016）　32．1

1（上層）

1（上層）

２　回

４　回

mg/L

mg/L

５

２０２４

８

２０２５

表－1－1　計量項目別地点数及び検体数（水質）

ｐＨ ＣＯＤ ＳＳ
塩素
イオン

大腸菌
群数

ＤＯ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ



項　目

年  月

地点数、 検体数

地点数 2 2 2 2 2 2

検体数 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2

単位

ｍｇ／ｇ

（ｗ/ｗ）％

ｍｇ／ｋｇ

ｍｇ／ｇ

ｍｇ／ｋｇ

ｍｇ／ｋｇ

表－３　計量項目別検体数（底質）

ＣＯＤ 強熱減量
ヘキサン
抽出物質

硫化物 Ｔ－Ｎ

計

表－４　計量項目、単位、計量方法（底質）

Ｔ－Ｐ

計量方法

平成24年環水大水発第　120725002　号　　Ⅱ4.7

２０２４ ８

　ＣＯＤ

　Ｔ－Ｐ

計量項目

平成24年環水大水発第　120725002　号　　Ⅱ4.2

平成24年環水大水発第　120725002　号　　Ⅱ4.13.1

平成24年環水大水発第　120725002　号　　Ⅱ4.6

平成24年環水大水発第　120725002　号　　Ⅱ4.8.1.2

平成24年環水大水発第　120725002　号　　Ⅱ4.9.1

ヘキサン抽出物質

　強熱減量

　硫化物

　Ｔ－Ｎ

表―５　調査地点経緯度

調査地点
北緯 東経

経緯度

34°25′41.1″ 133°15′25.4″

St.1

St.5

St.7

St.8

34°26′7.9″ 133°15′36.0″

34°26′8.9″ 133°15′18.0″

34°25′43.5″ 133°16′1.2″




